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亡
く
な
っ
た
先
輩
司
祭
へ

の
追
悼
説
教
が
回
っ
て
き
た
。

「
い
と
こ
の
子
」
に
当
た
る

わ
け
だ
が
、
親
戚
だ
か
ら
依

頼
が
来
る
の
だ
ろ
う
な
あ
と

は
思
っ
て
い
て
も
、
い
ざ
そ

の
時
に
な
る
と
さ
び
し
い
も

の
だ
。
先
輩
司
祭
が
残
し
て

く
れ
た
「
キ
リ
シ
タ
ン
の

ル
ー
ツ
」
と
い
う
本
を
頼
り

に
、
司
祭
と
し
て
の
一
生
を

ど
の
よ
う
に
全
う
し
、
私
た

ち
に
何
を
残
し
て
く
れ
た
の

か
を
考
え
つ
つ
話
を
ま
と
め
、

葬
儀
ミ
サ
の
説
教
に
臨
ん
だ

▼
そ
れ
に
し
て
も
教
区
で
働

い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
司
祭

が
こ
れ
で
も
か
と
い
う
く
ら

い
に
亡
く
な
っ
て
い
く
。
教

区
に
奉
仕
し
て
今
年
亡
く

な
っ
た
司
祭
は
５
人
。
失
っ

た
５
人
は
実
際
に
は
５
人
の

新
司
祭
で
は
埋
ま
ら
な
い
。

新
司
祭
は
数
年
の
経
験
を
経

な
け
れ
ば
１
つ
の
教
会
を
任

せ
ら
れ
な
い
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
の
対
処
法
は
経
験
を

積
ま
な
け
れ
ば
お
い
そ
れ
と

は
身
に
つ
か
な
い
▼
社
会
で

は
す
で
に
定
年
退
職
者
が
た

く
さ
ん
出
る
来
年
を
「
２
０

０
７
年
問
題
」
と
し
て
取
り

上
げ
て
い
る
が
、
社
会
の
中

に
あ
る
教
会
も
同
じ
こ
と
が

当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

私
た
ち
は
後
継
者
を
ど
の
よ

う
に
し
て
育
て
て
い
け
ば
よ

い
の
だ
ろ
う
か
。
じ
り
じ
り

と
、
体
力
を
奪
わ
れ
つ
つ
あ

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
▼

復
活
し
た
主
と
出
会
っ
て
も

な
お
動
き
の
鈍
か
っ
た
弟
子

た
ち
は
、
聖
霊
降
臨
で
一
変

し
た
。　

人
は
さ
ら
に
７
人

１２

を
選
出
す
る
と
き
「
聖
霊
に

満
ち
て
い
る
人
」
を
選
ん
だ
。

今
あ
ら
た
め
て
、
聖
霊
の
働

き
を
願
い
、
人
を
宣
教
者
に

変
容
さ
せ
る
神
の
働
き
に
信

頼
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
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み
こ
と
ば
と
と
も
に

 

イ
エ
ス
は
神
の
右
に
上
げ
ら
れ
、

約
束
さ
れ
た
聖
霊
を
御
父
か
ら

受
け
て
注
い
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
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使
徒
言
行
録
２
章　

節
３３

▼
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
会

盛　
　

克
志
師　

愛
宕
教
会
主
任
（
愛
宕
教
会
助
任
）

▼
マ
リ
ア
会

松
本　

幸
徳
師　

海
星
修
道
院
院
長
（
志
願
者
係
）
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パ
ウ
ロ
２
世
の
来
日
ま
で
の

潜
伏
時
代
を
織
り
込
ん
だ
４

５
０
有
余
年
に
わ
た
る
「
長

崎
キ
リ
シ
タ
ン
史
」
を
３
カ

所
に
設
け
た
ス
ク
リ
ー
ン
を

使
っ
て
話
し
た
。

　

聴
講
者
の
塩
崎
み
ち
え
さ

ん
は
「
長
崎
と
ロ
ー
マ
、
ザ

ビ
エ
ル
に
よ
っ
て
始
ま
り
、

綿
々
と
し
て
続
い
て
き
た
こ

と
が
、
迫
害
時
代
に
も
司
教

さ
ま
を
任
命
し
た
と
い
う
話

を
聞
い
て
よ
く
分
か
り
ま
し

た
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

　

講
話
の
後
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ラ

ジ
オ
「
音
楽
の
泉
」
で
知
ら

れ
る
宗
教
史
学
者
・
皆
川
達

夫
氏
（
写
真
下
、
円
内
）
の

解
説
を
う
け
、
野
下
千
年
師

の
指
揮
で
、
長
崎
カ
ト
リ
ッ

ク
合
唱
団
・
中
町
教
会
聖
歌

隊
に
よ
る
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌

が
披
露
さ
れ
、
聴
衆
を
魅
了

し
た
。

　

市
民
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
は
、
第

１
部
を
「
ミ
ニ
さ
る
く
」
第

２
部
「
宗
教
家
に
よ
る
文
化

講
話
」
第
３
部
「
音
楽
の
夕

べ
」
の
３
部
構
成
、
こ
の
日

の
「
ミ
ニ
さ
る
く
」
は
、
平

野　

勇
師
、
山
内　

実
師
の

案
内
で
橋
口
町
の
大
司
教
館
、

教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世

の
宿
泊
室
と
な
っ
た
カ
ト

リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
、
被
爆
マ

リ
ア
像
の
あ
る
浦
上
教
会
な

ど
約　

人
が
見
学
し
た
。

５０

　

第
２
回
講
話
は
５
月　

日
、

２０

日
本　

聖
人
記
念
館
館
長
、

２６

デ
・
ル
カ
・
レ
ン
ゾ
師
が「『
キ

リ
シ
タ
ン
世
紀
』
の
キ
リ
ス

ト
教
発
展
」
を
テ
ー
マ
に
、

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
と
キ
リ
シ

タ
ン
大
名
の
関
係
、
教
皇
謁

見
、
秀
吉
謁
見
、
ト
マ
ス
小

崎
な
ど
に
触
れ
、
日
本
で
成

長
し
た「
教
会
の
姿
」を
語
っ

た
。

　

講
話
後
は
、
遣
欧
少
年
使

節
団
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
見
聞

し
た
で
あ
ろ
う
ル
ネ
サ
ン
ス

音
楽
を
「
ザ
ビ
エ
ル
記
念
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
」
の
メ
ン
バ
ー

が
演
奏
し
聖
堂
に
響
い
た
。

　

第
３
回
講
話
は
、
６
月　
１７

日
「
殉
教
と
潜
伏
／
浦
上
四

番
崩
れ
と
近
代
日
本
の
夜
明

け
」
を
テ
ー
マ
に
片
岡
千
鶴

子
・
長
崎
純
心
大
学
学
長
が

話
す
。

�
見
三
明
大
司
教
と
熱
心
に

聴
き
入
る
参
加
者　
　
　
　

長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
合
唱
団
・

中
町
教
会
聖
歌
隊　
　
　
　

　

ザ
ビ
エ
ル
生
誕
５
０
０
年
、
ほ
ほ
え
み
の
十
字
架
へ
の
想

い
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。　

中
町
教
会
に
赴
任
し
て
以
来
、

祭
壇
に
大
き
な
十
字
架
が
欲
し
い
、
で
き
る
こ
と
な
ら
、
話

題
性
の
あ
る
十
字
架
を
と
探
し
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
こ
と

が
、
ほ
ほ
え
み
の
十
字
架
に
出
会
う
き
っ
か
け
で
す
。

　

私
が
話
題
性
の
あ
る
十
字
架
を
求
め
て
い
た
こ
と
に
は
大

き
な
理
由
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
昨
今
、
教
会
を
訪
れ
る

観
光
客
は
増
え
、
非
キ
リ
ス
ト
者
同
士
の
結
婚
式
、
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
も
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
開
か
れ
た
教

会
の
一
つ
の
証
し
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
、
教

会
堂
を
訪
れ
る
人
が
い
て
も
、「
あ
の
十
字
架
は
ど
う
い
う
意

味
が
…
」
と
か
「
教
会
が
十
字
架
を
大
切
に
す
る
の
は
な
ぜ

…
」
と
尋
ね
る
人
が
一
人
も
い
な
い
の
で
す
。
い
わ
ば
世
の

中
の
人
々
は
十
字
架
に
対
し
て
無
関
心
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
無
関
心
な
人
に
も
、
話
題
性
を
通
し
て
、
十
字
架
に

向
か
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
た
の
で
す
。　

　

図
ら
ず
も
、
ザ
ビ
エ
ル
が
少
年
の
こ
ろ
ま
で
、
こ
よ
な
く

愛
さ
れ
、
家
族
と
と
も
に
祈
り
、
親
し
ん
で
い
た
「
ほ
ほ
え

み
の
十
字
架
」
が
ザ
ビ
エ
ル
城
に
あ
る
こ
と
を
耳
に
は
さ
ん

だ
の
で
す
。
私
は
時
を
待
た
ず
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
の
ザ
ビ
エ

ル
城
に
巡
礼
し
ま
し
た
。
ザ
ビ
エ
ル
が
、
少
年
の
こ
ろ
祈
っ

て
い
た
チ
ャ
ペ
ル
に
案
内
さ
れ
た
後
、「
ほ
ほ
え
み
の
十
字

架
」に
出
会
っ
た
と
き
に
は
、
深
い
感
動
に
身
が
震
え
ま
し
た
。

苦
し
み
の
中
に
、
救
い
を
全
う
さ
れ
た
満
足
感
あ
ふ
れ
る「
ほ

ほ
え
み
の
十
字
架
」、
苦
し
み
の
中
に
、
深
い
愛
を
表
現
し
て

い
る
こ
の
十
字
架
は
、
私
た
ち
の
素
朴
な
信
仰
そ
の
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

ザ
ビ
エ
ル
が
日
本
人
に
信
仰
の
種
を
ま
か
れ
た
そ
の
根
底

に
は
、
こ
の
ほ
ほ
え
み
の
十
字
架
を
通
し
て
キ
リ
ス
ト
の
神

秘
に
触
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
、
強
く
心
に
迫
る
も
の
を
感
じ
、

こ
の
ほ
ほ
え
み
の
十
字
架
を
中
町
教
会
に
と
、
そ
の
場
で
決

心
し
ま
し
た
。
そ
の
翌
日
、
マ
ド
リ
ー
ド
の
彫
刻
家
に
制
作

を
依
頼
し
、
複
製
が
完
成
し
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
２
０
０

４
年
４
月
４
日�
見
三
明
大
司
教
に
よ
っ
て
祝
福
さ
れ
、
祭

壇
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
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第
３
回
は
諫
早
教
会
主
任
下
川
英
利
神
父
。

中
町
教
会
赴
任
中
に
聖
堂
内
の
十
字
架
と

し
て
ザ
ビ
エ
ル
城
の
「
ほ
ほ
え
み
の
十
字

架
」
を
採
用
し
た
当
時
の
い
き
さ
つ
か
ら
。

中町教会祭壇中央に据えられた
「ほほえみの十字架」　　　　
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駐
日
教
皇
大
使
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ボ
ッ
タ
ー
リ
・
デ
・
カ
ス

テ
ッ
ロ
大
司
教
（　

歳
）
が
長
崎
教
区
を
訪
れ
た
。
期
間
は

６３

５
月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
５
日
間
。
こ
の
間
各
地
区
の
教

２６

３０

会
、
殉
教
地
な
ど
を
積
極
的
に
視
察
し
、
司
祭
団
お
よ
び
信

徒
と
の
歓
迎
会
、
教
区
修
道
女
連
盟
シ
ス
タ
ー
と
の
集
い
、

ま
た
神
学
生
や
そ
の
養
成
者
と
の
交
流
を
図
る
な
ど
、
教
区

の
様
子
を
一
つ
ひ
と
つ
確
か
め
た
。

　

初
日
の　

日
、
駐
日
教
皇

２６

大
使
は
松
山
町
の
爆
心
地
公

園
を
は
じ
め
原
爆
資
料
館
、

如
己
堂
な
ど�
見
大
司
教
の

案
内
で
回
っ
た
。

　

被
爆
中
心
地
で
は
修
学
旅

行
生
の
平
和
の
誓
い
な
ど
が

朗
読
さ
れ
る
中
、
中
心
地
の

碑
に
献
花
、
大
使
の
来
崎
を

聞
い
て
参
集
し
た
信
徒
に
笑

顔
で
応
え
、
集
ま
っ
た
記
者

団
に
次
の
よ
う
に
感
想
を
述

べ
て
い
た
。「
私
自
身
も
戦
時

中
に
生
ま
れ
、
つ
ら
い
思
い

を
し
ま
し
た
。
こ
の
場
所
を

訪
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
こ

れ
か
ら
こ
の
よ
う
な
戦
争
が

な
い
よ
う
に
神
さ
ま
に
お
願

い
し
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

修
学
旅
行
生
も
訪
れ
て
い
ま

す
が
、
対
話
し
愛
し
合
い
、

平
和
の
道
を
学
ん
で
い
っ
て

ほ
し
い
と
心
か
ら
願
い
ま
す
。」

　

原
爆
資
料
館
で
は
旧
浦
上

天
主
堂
の
遺
物
に
つ
い
て
資

料
館
館
長
ら
の
説
明
を
聞
き
、

天
使
像
、
被
爆
時
間
を
指
す

こ
わ
れ
た
柱
時
計
な
ど
を
熱

心
に
見
て
回
っ
た
。
如
己
堂

で
は
永
井　

隆
先
生
の
孫
徳

三
郎
・
記
念
館
館
長
の
説
明

を
受
け
た
。

　

初
日
の
最
終
コ
ー
ス
、
カ

ト
リ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
で
は
、「
歓

迎
」
と
書
か
れ
た

色
紙
を
持
つ
シ
ス

タ
ー
職
員
ら
に
挨

拶
さ
れ
、
３
階
に

あ
る
前
教
皇
ヨ
ハ

ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
の
宿
泊
さ

れ
た
部
屋
な
ど
も
参
観
し
た
。

　
　

日
に
行
わ
れ
た
長
崎
３

２８
地
区
・
上
五
島
下
五
島
地
区

司
祭
団
、
修
道
女
、
信
徒
役

員
と
の
歓
迎
会
で
は
、
長
崎

教
区
で
働
く
奉
仕
者
た
ち
に

感
謝
の
意
を
表
し
、
ね
ぎ
ら

い
と
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
願

う
励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
た
。

（
駐
日
教
皇
大
使
の
訪
問
日

程
の
う
ち
、
紙
面
に
間
に

合
っ
た
も
の
の
み
掲
載
）

爆心地公園で献花する
教皇大使

如
己
堂（
永
井
隆
先
生
写
真
の

前
）に
て　
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２６日（金）午前：来崎２６日（金）午前：来崎
午後：爆心地公園、平和公園　午後：爆心地公園、平和公園、如己堂、如己堂などなど

２７日（土）午前：西坂殉教地、大浦天主堂など２７日（土）午前：西坂殉教地、大浦天主堂など
午後：女子フ　午後：女子フォコラーレ・センターォコラーレ・センター、神学院など、神学院など

２８日（日）９時半：公式訪問ミサ（浦上教会）２８日（日）９時半：公式訪問ミサ（浦上教会）
午後：黒崎、出津など訪問　午後：黒崎、出津など訪問
夕食：長崎３地区、五島地区司祭団との歓迎会　夕食：長崎３地区、五島地区司祭団との歓迎会

２９日（月）午前：雲仙訪問２９日（月）午前：雲仙訪問
午後：佐世保・三浦町教会、その後平戸へ　午後：佐世保・三浦町教会、その後平戸へ
夕食：佐世保地区・平戸地区司祭団との歓迎会　夕食：佐世保地区・平戸地区司祭団との歓迎会

３０日（火）午前：平戸から長崎へ移動３０日（火）午前：平戸から長崎へ移動
午後３時：日本カトリック女子修道会総長管区　午後３時：日本カトリック女子修道会総長管区

長会長会 総総会開会式会開会式
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長
崎
さ
る
く
博　

タ
イ

‘０６

ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト

市
民
セ

ミ
ナ
リ
ヨ
２
０
０
６
長
崎
の

宗
教
と
文
化

講
話
、
第
１

回
は
４
月　

日
（
土
）
午
後

２９

７
時
か
ら
国
宝
・
大
浦
天
主

堂
で
開
催
さ
れ
、
講
師�
見

三
明
大
司
教
は
「
ロ
ー
マ
教

皇
庁
と
長
崎
」
と
題
し
て
キ

リ
シ
タ
ン
の
全
容
を
語
っ
た
。

企
画
は
ア
ジ
ェ
ン
ダ
Ｎ
Ｏ
Ｖ

Ａ
な
が
さ
き
主
催
、
国
宝
・

大
浦
天
主
堂
の
共
催
。
聖
堂

は
初
め
て
聖
堂
に
入
っ
た
聴

講
者
な
ど
３
０
０
人
が
席
を

埋
め
た
。

　

大
司
教
は
聖
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
ザ
ビ
エ
ル
が
来
日
し
た

１
５
４
９
年
か
ら
１
９
８
１

年
（　

年
前
）
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・

２５

���
�
�
�
�
�
�
�
�
�

よ
り
司
祭
叙
階
。
同
年
４
月

稲
佐
助
任
補
佐
、　

年
５
月

５５

南
田
平
助
任
・
潜
竜
担
当
、

　

年
５
月
中
町
助
任
・
稲
佐

５８担
当
、　

年
４
月
稲
佐
主
任
、

６２

　

年
２
月
水
の
浦
主
任
、　

７０

７８

年
３
月
下
神
崎
主
任
、　

年
８８

３
月
水
主
町
主
任
を
歴
任
し
、

　

年
間
の
司
牧
生
活
を
終
え

４１て　

年
４
月
よ
り
聖
マ
ル
コ

９５
園
に
て
引
退
生
活
を
送
っ
て

い
た
。

　

ユ
ー
モ
ア
を
絶
や
さ
な
い

語
り
か
け
で
信
徒
の
心
を
と

ら
え
、
園
長
、
教
育
委
員
な

ど
を
通
し
て
多
く
の
人
に
福

音
的
な
生
き
方
を
示
し
た
。

葬
儀
ミ
サ
は
５
月　

日
、
浦

１９

上
教
会
に
て
行
わ
れ
た
。

　

か
ね
て
か
ら
病
気
療
養
中

だ
っ
た
パ
ウ
ロ
中
田
武
次
郎

神
父
が
５
月　

日
、
肺
炎
の

１７

た
め
亡
く
な
っ
た
。　

歳
。

９１

　

中
田
神
父
は
１
９
１
４
年

　

月　

日
、
新
上
五
島
町
鯛

１０

２４

ノ
浦
生
ま
れ
、
鯛
ノ
浦
教
会

出
身
。
終
戦
後　

歳
で
大
村

３３

の
公
教
大
神
学
校
に
入
学
、

福
岡
サ
ン
・
ス
ル
ピ
ス
大
神

学
院
を
経
て
１
９
５
４
年
３

月　

日
、
大
浦
天
主
堂
で
山

１９
口
愛
次
郎
司
教
（
当
時
）
に
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会 
葬 
御 
礼

　

カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
大
司
教
区
司
祭
・
パ
ウ
ロ
中
田
武
次
郎

神
父
の
逝
去
に
つ
き
ま
し
て
は
早
速
、
ご
丁
重
な
る
弔
問
・
弔
電

な
ら
び
に
ご
香
典
を
賜
り
、
葬
儀
の
際
に
は
ご
会
葬
・
献
花
の
弔

意
に
接
し
ま
し
た
う
え
、
各
教
会
・
修
道
院
で
故
人
の
た
め
に

お
祈
り
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
た
く
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
々
拝
眉
の
う
え
御
礼
申
し
上
げ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
紙
上
を

も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

二
〇
〇
六
年
五
月

カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
大
司
教
区　
　

大
司
教　
�
��
�
�
　

　

長
崎
北
地
区

会
長　

小
瀬
良　

明（
滑
石
）、

副
会
長　

古
木
眞
理
一
（
愛

野
）、
議
長　

若
林　

潔
（
時

津
）、
副
議
長　

向
井
明
利

（
出
津
）　

村
野
佳
子
（
黒

崎
）、
書
記　

丸
尾
麻
由
美

（
滑
石
）、
会
計　

山
田
俊

彰
（
滑
石
）、
委
員　

小
下
道

子（
宮
崎
カ
リ
タ
ス
）　

廣
沢

暁
子
（
け
が
れ
な
き
聖
母
の

騎
士
）　

松
本
静
子（
サ
レ
ジ

ア
ン
・
シ
ス
タ
ー
ズ
）、
監
査

　

西
田
賢
治（
東
長
崎
）　

川

口
定
雄
（
植
松
）。

　

長
崎
中
地
区

会
長　

平
野　

勇
（
浦
上
）、

副
会
長　

谷
津
良
勝（
本
原
）、

議
長　

森
内
和
年
（
浦
上
）、

副
議
長　

高
橋
重
夫（
西
町
）、

書
記　

佐
伯
哲
也
（
本
原
）、

会
計　

吉
野
良
介（
三
ツ
山
）、

教
区
評
議
会
中
地
区
代
表　

岩
崎　

誠（
稲
佐
）　

中
田
三

穂
（
城
山
）。

　

長
崎
南
地
区

会
長　

野
下
千
年
（
中
町
）、

副
会
長　

松
下
光
男
（
飽
の

浦
）、
議
長　

田
中
秀
男
（
中

町
）、
副
議
長　

田
川
孝
弘

（
八
幡
町
）　

浜
端
林
子（
大

浦
）、
書
記　

山
本
義
弘
（
愛

宕
）、
会
計　

山
口
和
彦
（
大

浦
）、
委
員　

富
永
和
彦
（
大

浦
）　

小
西
末
子（
援
助
マ
リ

ア
修
道
会
）　

三
島　

実（
深

堀
）　

告　

幸
司
（
大
浦
）　

デ
・
ル
カ
・
レ
ン
ゾ
（　

聖
２６

人
記
念
館
）　

牧
山
ヨ
ウ
子

（
聖
パ
ウ
ロ
女
子
修
道
会
）

　

村
田
祐
二
（
中
町
）。

　

佐
世
保
地
区

会
長　

村
中　

司（
三
浦
町
）、

副
会
長　

三
村
誠
一（
相
浦
）、

議
長　

松
崎　

薫（
鹿
子
前
）、

副
議
長　

中
村
幸
行（
大
崎
）

　

佐
藤
律
子
（
鹿
子
前
）、
書

記　

近
藤　

伝
（
三
浦
町
）、

会
計　

古
木
英
昭
（
天
神
）。

　

平
戸
地
区

会
長　

中
島
健
二
（
平
戸
）、

副
会
長　

長
谷　

功
（
平
戸

口
）、
議
長　

川
上
武
夫
（
宝

亀
）、
副
議
長　

川
口
弘
道

（
御
厨
）　

里
村
一
子（
上
神

崎
）、
書
記　

椿
山
一
芳
（
上

神
崎
）、
会
計　

山
野
範
一

（
平
戸
）、
委
員　

辻
村
留

雄
（
田
平
）　

滝
下
幸
子
（
お

告
げ
の
マ
リ
ア
）　

針
尾
幸

一
郎
（
田
平
）。

　

上
五
島
地
区

会
長　

浜
崎
靖
彦
（
青
方
）、

議
長　

浜
田
千
次
郎（
曽
根
）、

副
議
長　

下
野　

保
（
土
井

ノ
浦
）　

古
木
久
子（
青
砂
ケ

浦
）、
書
記　

川
上
久
徳
（
青

方
）、
会
計　

宇
野
佐
津
枝

（
鯛
ノ
浦
）。

　

下
五
島
地
区

会
長　

小
島　

栄
（
福
江
）、

副
会
長　

川
内
和
則
（
水
の

浦
）、
議
長　

川
上　

力
（
水

の
浦
）、
副
議
長　

鍋
内　

孝
（
浦
頭
）　

福
島
久
子
（
奈

留
）、
書
記
・
会
計　

峯　

重

昭
（
福
江
）、
委
員　

入
口
正

雄
（
福
江
）　

浜
本
十
三
一

（
井
持
浦
）　

中
尾
実
男（
三

井
楽
）　

竹
内
俊
男
（
貝
津
）

　

宮
本
実
男（
浜
脇
）　

葛
島

幸
則
（
奈
留
）。

�
��
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
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小
教
区
評
議
会
、
地
区
評

議
会
、
教
区
評
議
会
承
認
団

体
（
教
区
連
合
婦
人
会
、
教

区
修
道
女
連
盟
）
の
各
代
表

者
、
ま
た
、
大
司
教
の
委
任

を
受
け
た
者
が
出
席
し
、
カ

ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
る
予
定
。
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　「イエズス会立山修道院（黙想のできる家）」のあゆみ「イエズス会立山修道院（黙想のできる家）」のあゆみ…長崎港を望む景勝地
にイエズス会立山修道院はある。以前、殉教地と思われ、毎年大勢の信徒が２
月５日殉教の記念日に集まった所。その目印だった大きな石とグミの木は今も
残り、幾世代にもわたる信徒の祈りに秘められた思いを物語る。ここは２６聖人
列聖１００年（１９６２年）を記念に建てられ３０数年の歴史をもつ、『祈りのまち長崎』
を誇れる祈りの場所。
　親しまれた祈り「黙想」のすすめ親しまれた祈り「黙想」のすすめ…キリストのみと向かい合う「黙想の体験」
は、現代の多忙な生活に大いに勧められる。ゆっくり祈る中でキリストの光や
導きが、これまで気づかなかったことに気づかせたり、思いもよらなかったひ
らめきがあったり、心が潤されたり、生き生きとした喜びに満たされたりする。
ここは、その信仰（キリストをお喜ばせすること）体験ができる所でもある。
　「立山修道院」は今「立山修道院」は今…多くの奉仕者のおかげで自然の四季に祈りの雰囲気が醸
し出され、司祭も常時在住しミサもある。ゆるしの秘跡を望む方も電話１本で
来院可能。また、日帰りや泊まって祈りたい方には、心の糧に聖書とご聖体を
味わい、体の糧にシスターのまごころこもった食事をいただける。その他、
ゆっくり静かに祈りたいグループ（司祭、修道者、信徒、一般の方など）や巡
礼者、個人にも開かれる。かつて殉教地として大勢の信徒が祈るために足を運
んだように、どなたでも自由に気軽に訪問できる。（���０９５�８２１�４５７７）
　交通機関交通機関　①タクシー…ホテル日昇館隣（ＪＲ長崎駅前から１０～１５分、料金約
１５００円）。②バス利用の場合…ＪＲ長崎駅前から、県営バスは各時２８分、長崎バ

スは各時５９分に「立山」行き発車（約１５
分）。また長崎駅から中町教会近くの「駅
前東口」バス停からは１０～１５分おきに、
「立山・浜平」行き（少し迂回）が運行
中。いずれもホテル長崎前『立山』で下
車（約２０～３０分）。③徒歩の場合…ＪＲ長
崎駅前から２６聖人殉教記念聖堂横道を通
りホテル長崎を目指して３００段近くの階
段を上る（約３０分）。
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大
阪
教
区
司
祭
ラ
ウ
レ
ン

シ
オ
山
口
鉄
雄
神
父
は
、
か

ね
て
よ
り
ガ
ラ
シ
ア
病
院
で

療
養
中
だ
っ
た
が
、
４
月　
１５

日
、
肺
炎
の
た
め
帰
天
し
た
。

　

歳
。
１
９
１
９
年
８
月　

８６

１５

日
平
戸
市
生
ま
れ
。
１
９
４

９
年　

月　

日
司
祭
叙
階
。

１２

２１

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

　

長
崎
地
区
経
済
評
議
会
連

合
会
（
指
導
司
祭
山
内　

実

師
、
永
山　

力
会
長
）
は
教

区
組
織
見
直
し
に
伴
い
昨
年

度
を
も
っ
て
解
散
、
こ
の
５

月
、
そ
の
余
剰
金
を
聖
ル
ド

ヴ
ィ
コ
神
学
院
、
長
崎
コ
レ

ジ
オ
、
聖
コ
ル
ベ
志
願
院
へ

そ
れ
ぞ
れ
寄
付
し
た
。

　

教
区
主
催
の

雲
仙
殉
教
祭
が

５
月　

日
、�
２１

見
三
明
大
司
教

主
司
式
の
も
と

雲
仙
メ
モ
リ
ア

ル
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
た
。
信
徒

約
２
０
０
０
人
、

司
祭　

人
が
参

３５

加
。
そ
の
う
ち

司
祭　

人
を
含
む　

人
ほ
ど

１０

８０

の
韓
国
巡
礼
団
も
参
加
し
た
。

長
崎
教
区
の
参
加
者
も
家
族

連
れ
の
車
や
大
型
バ
ス
を
活

用
す
る
教
会
な
ど
、
殉
教
者

の
熱
意
に
触
れ
よ
う
と
す
る

思
い
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

　

説
教
し
た
中
村　

満
神
父

は
、
は
じ
め
に
日
本
の
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
が
申
請
し
て
い

る
１
８
８
人
の
殉
教
者
の
列

福
が
教
皇
庁
か
ら
「
可
能
」

と
の
返
事
を
受
け
た
こ
と
を

紹
介
し
た
。
次
に
沸
騰
す
る

�
硫�い�
黄�
の
湯
壺（
つ
ぼ
）に
投
げ

お
う

込
ま
れ
て
殉
教
し
て
い
っ
た

雲
仙
の
殉
教
者
た
ち
が
、
神

の
力
に
支
え
ら
れ
て
最
後
ま

で
迫
害
を
乗
り
越
え
た
こ
と
、

神
の
業
と
人
間
の
業
の
合
作

が
殉
教
で
あ
る
と
力
強
く
語

り
か
け
た
。
前
に
進
ん
で
い

く
右
足
が
神
の
力
な
ら
、
左

足
は
人
間
の
力
、
左
右
の
力

が
か
み
合
っ
て
殉
教
の
栄
冠

を
勝
ち
取
っ
た

の
だ
と
分
か
り

や
す
く
説
い
た
。

　

ミ
サ
後
、
殉

教
祈
念
碑
ま
で

皆
で
祈
り
な
が

ら
巡
礼
し
た
。

�
硫��
黄�
の
た
ぎ
る

い 
お
う

雲
仙
地
獄
に
当
時
の
殉
教
の

様
子
が
重
な
っ
た
。�
見
三

明
大
司
教
が
祈
念
碑
に
花
束

を
さ
さ
げ
、
ロ
ザ
リ
オ
の
祈

り
を
唱
え
て
こ
の
日
の
殉
教

祭
を
締
め
く
く
っ
た
。

������������

����������

▼
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
写
真
展

６
月　

日�
〜
７
月
２
日�

１３

ナ
ガ
サ
キ
ピ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
に
て
開
催　

入
館
無
料

▼
公
開
聖
書
講
座
「
詩
編
」

〜
祈
り
の
中
の
祈
り
〜　

６

月　

日�
　

時
〜　

時
半　

１５

１９

２０

カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

講
師
・
和
田
幹
男
師
（
大
阪

教
区
）

問
合
先
・
生
涯
養
成
委
員
会

℡
０
９
５（
８
４
１
）７
７
３
１

▼
市
民
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
第
３
回

講
話
「
殉
教
と
潜
伏
／
浦
上

四
番
崩
れ
と
近
代
日
本
の
夜

明
け
」　

６
月　

日�
　

時

１７

１９

〜　

大
浦
天
主
堂

講
師
・
片
岡
千
鶴
子
長
崎
純

心
大
学
学
長　

問
合
先
・
ア

ジ
ェ
ン
ダ
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
な
が
さ

き℡
０
９
５（
８
４
８
）０
４
９
２

��
�
�
�

��
�
�
�
�
�

長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院

�
山
口
ユ
リ
様
（
善
長
谷
）

　

故
ペ
ト
ロ
山
口
七
郎
様

　

右
の
方
か
ら
神
学
生
養
成

の
た
め
に
、
香
典
返
し
に
代

え
て
ご
芳
志
を
賜
り
ま
し
た
。

お
礼
と
ご
報
告
を
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
故
人
の
ご
め

い
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

▼
イ
エ
ズ
ス
会
立
山
修
道
院

お
知
ら
せ

�
祈
り
の
一
日　

①
６
月　
２６

日�
　

②
７
月
２
日�
　

③

７
月
３
日�
　

④
８
月
７
日

�
　

⑤
８
月
９
日�
　

⑥
８

月　

日�
　

９
時　

分
〜　

１５

５０

１５

時
半　

※
６
月　

日�
は
中

２５

止
で
す
。

�
と
も
に
祈
る
日
　々

８
月

　

日�
〜　

日�
　

初
日　

１９

２０

１７

時
〜
翌
日　

時
半　

※
７
月

１５

　

日�
〜　

日�
は
中
止
で

１５

１７

す
。「

祈
り
の
一
日
」「
と
も
に

祈
る
日
々
」
は
、
実
生
活

や
問
題
を
振
り
返
り
、
静

か
に
祈
り
た
い
、
静
か
な

時
間
を
持
ち
た
い
と
思
う

方
は
ど
な
た
で
も
（
信
徒
、

一
般
の
方
も
問
い
ま
せ

ん
）
自
由
に
参
加
で
き
る

も
の
で
す
。

℡
０
９
５（
８
２
１
）４
５
７
７

▼
研
修
会
「
生
け
花
に
よ
る

典
礼
表
現
」　

７
月　

日�
２３

　

時
〜　

時　

青
方
教
会

１３

１６

（
新
上
五
島
町
）　

聖
堂
の

生
け
花
の
あ
り
か
た
を
典
礼

の
要
素
か
ら
探
り
ま
す
。　

教
区
典
礼
委
員
会
主
催

申
込
先
・
研
修
会
事
務
局（
長

崎
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
内
）

℡
０
９
５（
８
４
４
）１
０
９
６

�
０
９
５（
８
４
０
）０
７
５
０

警備員募集�
電話 ０９５-８５６-６５２４　ＦＡＸ ０９５-８５６-６５２３

長崎市横尾３丁目３１-１５����代表取締役 テレジア�小田寿美子
�������������専務取締役 パウロア�小田　　睦

（有）小 田 警 備 保 障
交通誘導警備　常駐警備　イベント警備
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「
ふ
る
さ
と
の
こ
と
ば
で

イ
エ
ス
の
こ
と
ば
を
聞
こ

う
」
と
題
し
た
特
別
講
座
が

５
月
５
日
、
カ
ト
リ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。
講
師

は
山
浦
玄
嗣
（
は
る
つ
ぐ
）

氏
＝
写
真
。
同
氏
は
「
新
共

同
訳
聖
書
」
を
東
北
地
方
の

人
た
ち
に
、
ど
の
よ
う
な
言

葉
に
訳
し
た
ら「
み
こ
と
ば
」

を
広
く
理
解
し
て
も
ら
え
る

か
、
ギ
リ
シ
ャ
語
原
典
か
ら

起
こ
し
岩
手
県
気
仙
（
け
せ

ん
）
地
方
の
言
葉
に
訳
し
た

「
ケ
セ
ン
語
訳
聖
書
（
全
４

巻
）」の
出
版
に
こ
ぎ
つ
け
る
。

　

山
浦
氏
は
「
新
共
同
訳
聖

書
」
を
評
価
し
た
う
え
で
、

翻
（
ほ
ん
）
訳
の
宿
命
か
言

語
に
な
じ
ま
な
い
表
現
を
地

方
の
方
言
で
分
か
り
や
す
く

と
、
イ
エ
ス
の
こ
と
ば
を
伝

え
る
研
究
に
取
り
組
む
。

　

同
氏
の
書
に
よ
る
と
ケ
セ

ン
語
の
読
み
を
振
り
仮
名
で

表
す
と
、
預み

言ご
ど

者も
ぢ

、
祭か
ん

司な
ぎ

、

律お
き
て
か
だ
り
ァ
ど

法
学
者
等
。
ま
た
訳
に
つ

い
て
、
マ
タ
イ
は
「
神
の

国
」
の
こ
と
を
、「
天
の
国
」

と
い
う
。
わ
れ
わ
れ
は
国
と

い
え
ば
「
国
土
」
の
観
念
が

強
く
一
定
の
神
聖
な
国
土
が

あ
っ
て
と
考
え
る
。
そ
れ
は

イ
エ
ス
の
真
意
と
は
違
う
ら

し
い
と
、「
国
」
と
訳
し
た

言
語
を
「
増
補
改
定
新
約
ギ

リ
シ
ャ
辞
典
」
か
ら
「
統
治

す
る
、
支
配
す
る
」
と
い
う

意
味
を
引
き
出
し
、「
神
の

統
治
」
と
訳
し
、
こ
の
こ
と

ば
を
ケ
セ
ン
語
で
「
神
さ
ま

の
お
取ど

り
仕す

切ぎ

り
」
と
訳
す

る
の
が
納
得
い
く
の
で
は
と

解
い
て
い
る
。

　

山
浦
氏
は
新
潟
教
区
大
船

渡
教
会
信
徒
。
開
業
医
。

　

こ
の
４
月
か
ら
救
急
救
命

士
に
よ
る
薬
剤
投
与
が
可
能

に
な
っ
た
。
県
内
で
初
の
資

格
認
定
証
を
取
得
し
た
の
は

新
上
五
島
町
消
防
本
部
の
窄

口
さ
ん
と
長
崎
市
消
防
局
の

鵜
林
哲
哉
さ
ん
の
２
人
。

　

昨
年
救
急
救
命
九
州
研
修

所
（
北
九
州
市
）
で
約
１
カ

月
の
研
修
を
受
け
卒
業
試
験

（
実
技
、
筆
記
）
合
格
の
後
、

独
立
行
政
法
人
長
崎
医
療
セ

ン
タ
ー
（
大
村
市
）
で
50
時

間
の
実
習
、
医
師
の
合
格
判

定
と
研
修
所
の
合
格
証
と
併

せ
て
長
崎
の
メ
デ
ィ
カ
ル
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
の
認
定

を
受
け
る
。

　

認
定
証
を
と
る
ま
で
の
苦

労
は
、「
８
年
前
の
救
急
救

命
士
資
格
取
得
時
は
、
約
２

年
間
の
準
備
期
間
が
あ
り
、

勉
強
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
た
が
、
今
回
の
薬
剤
投
与

認
定
取
得
は
全
国
初
め
て
で

全
く
情
報
が
な
く
手
探
り
の

状
態
で
苦
し
み
ま
し
た
」

　

離
島
の
小
規
模
消
防
本
部

の
実
情
は
、
救
急
隊
専
属
と

は
い
か
ず
、
火
災
予
防
の
た

め
の
建
物
の
検
査
、
火
災
消

火
活
動
に
も
携
わ
る
。現
在
、

定
期
的
に
上
五
島
病
院
の
医

師
と
の
勉
強
会
、
搬
送
傷
病

者
に
対
す
る
処
置
の
事
後
検

証
、
現
場
と
病
院
間
で
、
電

話
で
も
顔
が
見
え
る
よ
う
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
作
り

に
も
心
を
砕
く
。

　

薬
剤
投
与
に
つ
い
て
は
、

「
３
人
編
成
の
救
急
隊
員
そ

れ
ぞ
れ
が
役
割
を
果
た
し
、

チ
ー
ム
と
し
て
の
動
き
が
必

要
、
決
し
て
私
だ
け
で
は

出
来
ま
せ
ん
。
い
か
に
現
場

に
い
る
時
間
を
短
く
し
、
適

切
な
処
置
を
し
て
医
師
に
引

き
継
ぐ
か
が
救
命
に
つ
な
が

る
。
そ
の
た
め
に
も
知
識
・

技
術
の
向
上
が
日
々
の
課
題

で
す
」
と
付
け
加
え
る
。

　

消
防
司
令
補
。
担
当
は
消

防
本
部
予
防
課
予
防
班
係
長

兼
警
防
課
救
急
救
助
班
係
長

兼
消
防
署
予
防
課
予
防
班
係

長
と
、
職
制
を
聞
い
た
だ
け

で
も
仕
事
の
厳
し
さ
が
う
か

が
え
る
。

　

夢
で
す
か
。「
私
が
か
か

わ
っ
た
傷
病
者
が
自
分
の
足

で
病
院
か
ら
社
会
復
帰
す
る

こ
と
に
役
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
」

　

家
族
は
長
女
が
長
崎
純
心

大
学
を
卒
業
し
、今
年
就
職
。

二
女
も
同
大
学
生
。
家
庭
に

は
夫
人
と
よ
き
友
の
愛
犬
と

暮
ら
す
。
浜
串
小
教
区
高
井

旅
教
会
所
属
。

　

教
区
宣
教
委

員
会
は
４
月
23

日
、
午
後
２
時
か

ら
カ
ト
リ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で

長
崎
純
心
大
学
教

授
・
山
内
清
海
神

父
を
講
師
に
迎

え
、
新
教
皇
ベ
ネ

デ
ィ
ク
ト
16
世
の

新
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
説
く

「
平
和
は
真
理
の
う
ち
に
」

講
演
会
を
開
催
し
た
。
タ
イ

ト
ル
の
平
和
、
真
理
は
、
ベ

ネ
デ
ィ
ク
ト
15
世
が
第
１
次

世
界
大
戦
の
時
、
勇
気
を

持
っ
て
強
固
に
戦
争
に
反
対

し
た
が
、
新
教
皇
が
ベ
ネ

デ
ィ
ク
ト
を
名
乗
る
時
、
こ

の
平
和
の
こ
と
を
強
く
意
識

し
て
の
こ
と
も
あ
っ
た
と
い

う
。

　

山
内
神
父
は
、
真
理
と
は

何
か
を
語
り
、「
平
和
と
は

秩
序
の
静
け
さ
、
調
和
が
乱

れ
る
と
戦
争
が
起
こ
る
。
秩

序
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
、

神
が
す
べ
て
の
秩
序
の
源
で

す
。
神
は
見
え
な
い
か
ら
、

キ
リ
ス
ト
が
人
間
の
姿
を
と

り
わ
れ
わ
れ
の
中
に
現
れ
、

わ
れ
わ
れ
の
言
葉
で
語
っ
て

く
だ
さ
っ
た
。
平
和
は
創
る

も
の
で
あ
る
」。

　
「
教
皇
さ
ま
が
私
た
ち
に

訴
え
た
い
こ
と
は
、『
平
和

の
た
め
に
努
力
す
る
。
キ
リ

ス
ト
の
言
葉
を
実
行
す
る
。

自
分
の
身
近
な
所
か
ら
平
和

を
創
る
た
め
に
、
人
を
愛
し
、

隣
人
を
愛
す
る
こ
と
』。
こ

れ
ら
を
実
行
し
ま
し
ょ
う
」

と
強
調
し
た
。
講
演
会
に
は

信
徒
を
中
心
に
約
３
０
０
人

が
集
い
、
熱
心
に
聴
き
入
っ
た
。

　

５
月
２
〜
３

日
、
ザ
ビ
エ

ル
生
誕
５
０
０

周
年
記
念
巡
礼

に
、橋
本　

勲
、

長
谷　

功
両
神

父
と
信
徒
44
人

が
参
加
、
萩
・

山
口
・
津
和
野

を
訪
れ
、
ザ

ビ
エ
ル
の
功
績

と
浦
上
四
番
崩

れ
な
ど
で
亡
く

な
っ
た
殉
教
者

の
た
め
に
祈
っ
た
。

　

２
日
、
長
崎
を
出
発
、
最

初
の
訪
問
地･

萩
へ
。
大
照

院
と
報
恩
寺
で
キ
リ
シ
タ
ン

遺
物
を
見
学
、
聖
歌
を
歌
っ

て
感
謝
を
表
し
た
。
浦
上
四

番
崩
れ
の
流
罪
の
島
、
牢
の

あ
っ
た
鶴
江
台
、墓
地
公
園
、

萩
教
会
で
は
聖
体
賛
美
式
に

参
列
、
ザ
ビ
エ
ル
が
布
教
し

た
山
口
の
大
道
寺
跡
（
現
在

は
ザ
ビ
エ
ル
公
園
と
な
っ
て

い
る
）
を
訪
れ
た
。

　

３
日
、
津
和
野
教
会
に
は

各
地
か
ら
約
１
２
０
０
人
が

集
ま
っ
た
。
ミ
サ
会
場
の
乙

女
峠
ま
で
行
列
に
参
加
し
、

髙
見
大
司
教
司
式
に
よ
り
多

く
の
人
と
祈
り
を
さ
さ
げ
た
。

　

ま
た
巡
礼
中
、
山
口
京
子

さ
ん
（
長
与
教
会
）
か
ら
、

ザ
ビ
エ
ル
の
歩
い
た
道
、
私

た
ち
の
先
祖
が
歩
い
た
迫
害

の
道
の
話
を
聞
き
、
偉
大
な

信
仰
遺
産
を
受
け
継
い
で
い

る
こ
と
を
思
い
起
こ
す
巡
礼

を
体
験
し
た
。

 

　

老
朽
化
が
進
み
新
築
し
て

い
た
江
迎
町
の
潜
竜
教
会
が

３
月
９
日
、
髙
見
大
司
教
、

近
隣
教
会
の
司

祭
、
来
賓
を
迎

え
落
成
祝
福
式

を
行
っ
た
。

　

教
会
は
鉄
骨

瓦
ぶ
き
２
階

建
て
（
延
べ
面

積
３
０
３
平
方

㍍
）、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ト

イ
レ
な
ど
設
け
、
聖
堂
の
天

井
を
高
く
し
て
い
る
の
も
特

徴
。
司
祭
館
、
香
部
屋
、
信

徒
会
館
な
ど
も
１
つ
の
棟
に

収
め
「
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た

教
会
」
と
信
徒
に
好
評
。

　

教
会
は
最
初
炭
鉱
住
宅

　

５
月
３
〜
４
日
、
召
命
委

員
会
主
催
の
巡
礼
歩
行
が
大

村
で
行
わ
れ
、
青
年
16
人
と

司
祭
14
人
が
参
加
し
た
。
殉

教
地
な
ど
を
巡
礼
（
写
真
）

し
な
が
ら
、
殉
教
者
の
信
仰

に
思
い
を
馳
せ
、
自
ら
の
召

命
に
つ
い
て
考
え
、
青
年
同

士
の
交
わ
り
を
と
い
う
企
画
。

　

１
日
目
は
鈴
田
牢
か
ら
出

発
し
、
放
虎
原
、
胴
塚
、
首

塚
ま
で
の
道
の
り
。
２
日
目

は
帯
取
殉
教
地
で
ミ
サ
を
さ

さ
げ
、
仏
谷
洞
窟く
つ

ま
で
歩
い

た
。
各
巡
礼
地
で
信
徒
の
説

明
、
司
祭
の
講
話
を
聞
き
黙

想
し
、
祈
り
を
さ
さ
げ
た
。

ま
た
、
１
日
目
の
夜
は
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
で
交
流
、
熱
く
語

り
合
っ
た
。
参
加
者
の
深
堀

彰
さ
ん
（
20
）
は
、「
大
村

の
迫
害
の
歴
史
を
勉
強
で

き
、
い
ろ
ん
な
青
年
た
ち
と

知
り
合
う
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
」と
感
想
を
語
っ
た
。

を
教
会
と
し
、
１
９
５
２
年

に
新
た
に
教
会
を
建
設
、
今

日
に
至
っ
て
い
た
が
、
老
朽

化
で
建
物
の
維
持
も
限
界
を

越
え
、
昨
年
９
月
教
区
の
援

助
、
信
徒
の
寄
付
金
を
う
け

着
工
、こ
の
３
月
完
成
し
た
。

総
工
費
９
千
万
円
。

　

５
月
21
日
午
後
３
時
、
全

国
17
会
場
で
一
斉
に
「
第
３

回
あ
っ
ち
こ
っ
ち
ミ
サ
」
が

開
催
さ
れ
、
長
崎
会
場
と
な

っ
た
浦
上
教
会
に
各
小
教
区

か
ら
青
年
た
ち
が
集
ま
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
全
国
各
地
の
青

年
た
ち
が
ミ
サ
を
通
し
て
互

い
の
結
び
つ
き
を
感
じ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
一
番
必
要

な
形
と
し
て
生
か
さ
れ
る
活

動
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
呼

び
掛
け
ら
れ
た
も
の
。
今
回

の
テ
ー
マ
は
「
お
う
ち
に

帰
ろ
う
」。
事
務
局
を
担
当

し
た
福
岡
の
青
年
を
中
心
に
、

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
（
作
詞
作
曲

･

平
田 

直
神
父
）
や
式
次

第･

共
同
祈
願
を
準
備
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て

全
国
規
模
で
連
携
を
は
か
っ
た
。

　

長
崎
で
の
ミ
サ
は
、
参
列

者
が
祭
壇
を
丸
く
囲
ん
で
顔

を
見
合
わ
せ
な
が
ら
行
わ

れ
、
温
か
い
派
遣
の
祝
福
を

受
け
閉
祭
し
た
。

　

第
１
１
６
回

ク
ル
シ
リ
ヨ
は

５
月
２
日
夕
方

か
ら
５
日
ま
で

長
崎
イ
エ
ズ
ス

会
立
山
修
道
院

で
、
指
導
司
祭

三
村
誠
一
師
の

も
と
に
17
小
教

区
26
人
（
男
性

10
、
女
性
13
、

助
祭
１
、
修
道
女
２
）
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

親
子
１
組
が
参
加
、
80
歳

〜
24
歳
の
家
族
的
雰
囲
気
の

中
で
、
教
区
の
皆
さ
ま
の
尊

い
祈
り
と
犠
牲
、
神
さ
ま

の
愛
に
包
ま
れ
、
神
さ
ま

の
心
を
体
で
感
じ
、
キ
リ
ス

ト
と
の
真
の
出
会
い
へ
と
導

か
れ
、
こ
れ
か
ら
も
小
教
区

の
一
部
分
と
し
て
の
信
仰
生

活
、
奉
仕
に
生
き
る
よ
う
決

意
を
新
た
に
し
た
。

　

参
加
者
は
次
の
通
り
。

　

浦
上
１　

城
山
１　

本
原

１　

飽
の
浦
２　

小
ケ
倉
１

　

深
堀
２　

香
焼
１　

滑
石

１　

黒
崎
１　

時
津
１　

植

松
２　

水
主
町
１　

大
野
２

　

浅
子
２　

青
方
１　

大
曽

２　

三
井
楽
１　

福
岡
サ

ン
・
ス
ル
ピ
ス
大
神
学
院
助

祭
１　

聖
母
訪
問
会
修
道
女

１　

純
心
聖
母
会
修
道
女
１

ケ
セ
ン
語
の
聖
書

山
浦
玄
嗣
氏
の
講
座

薬
剤
投
与
も
で
き
る
救
急
救
命
士

県
内
初
の
資
格
認
定
証
を
取
得

　 

窄
口　

雅
昭
さ
ん
（
47
、
新
上
五
島
町
消
防
本
部
）

　

政
府
は
４
月
28
日
、
２
０

０
６
年
春
の
受
章
者
を
発
表

し
た
。
公
衆
の
利
益
に
貢
献

し
た
と
し
て
県
内
で
の
藍
綬

褒
章
受
章
者
（
５
人
）
に

長
崎
市
辻
町
の
清
水　

昇

さ
ん
（
75
）
が
選
ば
れ
た
。

１
９
７
９
年
か
ら
今
日
ま
で

保
護
司
を
務
め
る
。
ビ
ン
セ

ン
シ
オ
浦
上
協
議
会
会
長
。

清
水
氏
に
藍
綬
褒
章

７

月

号

は

休

刊

い

た

し

ま

す

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
い
の
ち
の
尊

さ
を
ど
う
伝
え
る
か
」
が
７
月

30
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
４
時

半
、
長
崎
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
国

際
会
議
場
に
て
開
催
さ
れ
る
。
入

場
無
料
。
問
合
せ
は
℡
０
９
５

（
８
６
２
）
１
８
９
２　

小
畑
へ
。

いのちの尊さ…
シンポジウム開催

第
３
回
あ
っ
ち

 

こ
っ
ち
ミ
サ

　

５
月
７
日
、
佐
世
保
市
の

米
軍
住
宅
地
で
堅
信
式
が
行

わ
れ
た
。
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス

の
す
ぐ
そ
ば
に
位
置
す
る
こ

の
場
所
で
の
堅
信
式
は
珍

し
い
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
出
身

の
チ
ャ
プ
レ
ン
を
は
じ
め
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
系
の
顔
ぶ
れ
な

ど
国
際
的
な
雰
囲
気
が
漂

う
。

　

外
で
は
雨
が
降
り
し
き
る

中
、
髙
見
大
司
教
司
式
に
よ

る
ミ
サ
が
始
ま
り
、
聖
堂
中

に
は
聖
歌
が
響
い
た
。
10
人

の
受
堅
者
た
ち
は
緊
張
し
た

様
子
だ
っ
た
が
、
聖
霊
の
豊

か
な
恵
み
に
満
た
さ
れ
た
。

大
司
教
は
説
教
で
、
教
皇
ベ

ネ
デ
ィ
ク
ト
16
世
の
世
界
召

命
祈
願
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
引

用
し
な
が
ら
受
堅
者
た
ち
を

励
ま
し
た
。
式
に
は
永
井
学

生
セ
ン
タ
ー
の
ア
ギ
ラ
ー
ル

神
父
も
同
席
し
た
。
式
の
後

ホ
ー
ル
で
受
堅
者
と
会
食
を

共
に
し
、
喜
び
を
分
か
ち

合
っ
た
。

米
軍
住
宅
地
で

　
　
　

堅
信
式
佐 世 保
（
）
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３
時
か
ら
は
、Ｎ
Ｂ
Ｃ
ビ
デ
オ

ホ
ー
ル
で
俳
優
の
橋
爪　

功

さ
ん
ら
が
出
演
し
、｢

沈
黙
」

の
朗
読
劇
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
翌
21
日
に
は
長
崎

市
遠
藤
周
作
文
学
館
で
企
画

展
「
遠
藤
文
学
と
長
崎―

西

洋
と
出
会
っ
た
意
味―

」
が

始
ま
っ
た
。
作
家
の
加
賀
乙

彦
氏
と
高
橋
千
劔
破
（
ち

は
や
）
氏
、
上
智
大
学
名
誉

教
授
の
磯
見
辰
典
氏
を
迎
え

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
遠
藤
周

作
の
贈
り
物
」
で
は
、
遠
藤

氏
の
作
品
と
人
柄
を
振
り
返

り
、
語
ら
れ
た
。

る
。「
施
設
周
辺
は
カ
ト
リ
ッ

ク
者
が
多
く
、
司
祭
、
修
道

女
を
多
数
送
り
出
す
と
い
う

環
境
に
恵
ま
れ
て
か
、
施
設

行
事
、
特
に
バ
ザ
ー
な
ど
の

地
域
協
力
は
大
き
く
心
か
ら

感
謝
し
て
い
る
」
と
園
長
は

話
す
。

　

施
設
は
昨
年
８
月
、
創
立

１
２
５
周
年
を
迎
え
た
。
子

供
会
の
会
長
は
、
学
園
の
広

マ
タ
イ
７
章
21
節

　

「
わ
た
し
に
向
か
っ
て
、

『
主
よ
、
主
よ
』
と
言
う
者

が
皆
、
天
の
国
に
入
る
わ
け

で
は
な
い
。
わ
た
し
の
天
の

父
の
御
心
を
行
う
者
だ
け
が

入
る
の
で
あ
る
。
」

　

皆
さ
ん
は
「
ス
マ
イ
リ
ー
」

と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？　

黄
色

く
て
、
丸
い
顔
を
し
て
い
て
、

ニ
ッ
コ
リ
と
笑
っ
て
い
る
あ
の

顔
で
す
。
私
は
小
学
生
の
時

に
そ
の「
ス
マ
イ
リ
ー
」を
知
っ

て
か
ら
今
ま
で
ず
っ
と
大
好

き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。

私
が
な
ぜ
そ
の
ニ
ッ
コ
リ

笑
っ
た
顔
が
好
き
か
と
い
う

と
、
な
ん
だ
か
そ
の
顔
を
見

て
い
る
と
、
笑
え
な
い
と
き

で
も
自
然
に
笑
顔
に
な
れ
る

よ
う
な
気
が
す
る
か
ら
で
す
。

皆
さ
ん
も
一
度
試
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

さ
て
、
６
月
に
な
り
ま
し

た
。
今
月
は
「
み
心
の
月
」

で
す
。
神
さ
ま
の
み
心
、
イ

エ
ス
さ
ま
の
み
心
を
思
い
巡

ら
し
な
が
ら
、
私
た
ち
の
心

が
神
さ
ま
の
心
、
イ
エ
ス
さ

ま
の
心
に
近
く
な
る
よ
う
に
、

お
祈
り
を
し
た
り
、
実
際
に

そ
う
な
れ
る
よ
う
に
努
力
を

す
る
時
で
す
。
今
月
の
み
こ

と
ば
は
ち
ょ
っ
と
こ
わ
い
な

あ
と
思
う
人
も
い
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
ね
。
で
も
こ
わ
い

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
神
さ

ま
が
喜
ん
で
く
だ
さ
る
こ
と

は
何
か
な
？　

と
い
つ
も
さ

が
し
て
、
そ
し
て
そ
れ
を
見

つ
け
た
ら
実
行
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
そ
し
た
ら
神
さ
ま

は
喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
す
よ
、

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
最
近
、
悲
し
い

事
件
が
た
く
さ
ん
お
き
て
い

ま
す
。
本
当
に
悲
し
い
で
す

ね
。
ど
う
し
た
ら
そ
う
い
う

悲
し
い
事
件
が
な
く
な
る
の

か
な
と
考
え
た
と
き
、
み
ん

な
が
笑
顔
に
な
れ
ば
事
件
は

な
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な

と
考
え
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
学
校
や
教
会
で
、

元
気
な
声
で
「
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
！
」
と
言
う
こ

と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ

う
。
先
生
も
、
お
友
だ
ち

も
、
神
父
さ
ま
も
シ
ス
タ
ー

も
、
み
ん
な
か
ら
元
気
な
声

で
あ
い
さ
つ
を
し
て
も
ら
っ

た
ら
と
っ
て
も
元
気
に
な
り

ま
す
。
そ
し
て
神
さ
ま
が
喜

ん
で
く
だ
さ
る
こ
と
を
見
つ

け
て
そ
れ
を
実
行
で
き
た
と

き
、
神
さ
ま
も
、
お
友
だ
ち

も
、
身
の
ま
わ
り
の
人
た
ち

も
み
ん
な
笑
顔
に
な
り
ま

す
。
今
月
の
み
心
の
月
に
あ

た
っ
て
、
私
た
ち
が
笑
顔
の

輪
を
広
げ
て
、
平
和
な
世
界

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
い
っ
し
ょ
に
心
を
こ

め
て
お
祈
り
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

みことばにふれて&23

本田靖彦神父

　

私
は
マ
ス
コ
ミ
の
話
題
と

な
っ
た
「
獅
子
頭
」
で
す
。

旧
浦
上
天
主
堂
の
赤
レ
ン
ガ

の
柱
と
屋
根
の
付
け
根
に
飾

り
と
し
て
〝
居
住
〟
し
て
い

ま
し
た
。
原
爆
の
一
閃
で
傷

を
負
っ
て
お
り
ま
す
。

　

５
月
20
日
か
ら
長
崎
市
の

原
爆
資
料
館
で
開
か
れ
た

「
石
の
記
憶―

ヒ
ロ
シ
マ
・

ナ
ガ
サ
キ
」（
東
京
大
学
総

合
研
究
博
物
館
、
実
行
委

員
会
、
読
売
新
聞
な
ど

主
催
）
の
巡
回
展
で
長

崎
入
り
し
、
被
爆
後
61

年
ぶ
り
の
里
帰
り
で
す
。

被
爆
直
後
の
私
は
政
府

の
被
爆
調
査
団
団
員
、

東
大
・
渡
辺
武
男
教
授

（
故
人
）
に
廃
虚
と
化
し

た
天
主
堂
で
発
見
・
収

集
さ
れ
博
物
館
に
保
管

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

長
崎
教
区
の
髙
見
大
司

教
さ
ま
と

お
会
い
し
、

私
の
身
元

は
解
説
者
、

田
賀
井
篤

平
・
元
東

　

昼
下
が
り
、
西
町
教
会
近

く
の
住
宅
地
の
入
り
組
ん
だ

道
を
歩
き
ふ
と
目
を
上
げ
る 

と
、
聖
家
族
像
と
そ
の
天て
ん
が
い蓋
、 

台
座
の
白
い
輝
き
が
飛
び
込 

ん
で
き
た
。
高
さ
１
㍍
30
㌢

の
像
が
持
つ
美
し
さ
と

や
さ
し
さ
を
そ
の
ま
ま

包
み
込
む
ス
テ
ン
レ
ス

製
の
〝
お
お
い
〟（
写
真
、

全
長
３
㍍
）
は
、
こ
の

４
月
末
、
西
町
教
会
の

浦　

茂
さ
ん
（
79
）
が

製
作
し
た
も
の
。

　

下
五
島
か
ら
長
崎
に

移
住
し
て
50
年
。
節
目

の
記
念
に
、「
子
供
た
ち

へ
の
贈
り
物
と
し
て
世

界
一
の
も
の
、
家
族
と

い
う
も
の
を
伝
え
た
い
」

と
３
カ
月
を
費
や
し『
聖

具
』
づ
く
り
に
取
り
組

ん
だ
。
聖
家
族
像
を
お

お
う
天て
ん
が
い蓋
は
、
神
を
ほ
め 

た
た
え
る
、
燃
え
る
愛
を
表

現
し
、
像
の
台
座
の
下
に

据
え
ら
れ
た
丸
い
「
地
球
」、

そ
の
周
り
に
は
12
使
徒
を

表
現
し
た
、
光
を
照
ら
す

12
本
の
柱
が
の
び
て
い
る
。

〝
お
お
い
〟
の
隅
々
に
至
る

ま
で
、
丁
寧
に
細
工
が
ほ

ど
こ
さ
れ
て
い
て
、
浦
さ

ん
の
神
に
対
す
る
、
ま
た
、

家
族
と
周
り
の
人
々
に
対

す
る
深
い
感
謝
の
心
が
伝

わ
っ
て
く
る
。

　

戦
時
中
、
徴
用
で
造
船
の

溶
接
の
仕
事
を
し
、
そ
の
技

術
で
長
く
溶
接
業
に
携
わ

る
。
友
人
か
ら
「
祭
壇
を

作
っ
て
ほ
し
い
」
と
頼
ま
れ

る
と
、
置
く
場
所
の
イ
メ
ー

ジ
に
合
わ
せ
、
相
手
を
生
か

す
よ
う
に
作
る
。
製
作
図
面

は
特
に
準
備
せ
ず
、
完
成
を

頭
で
思
い
描
き
な
が
ら
手
を

動
か
す
。「
義
に
飢
え
渇
く

人
は
幸
い
で
あ
る
。
そ
の
人

は
満
た
さ
れ
る
」
浦
さ
ん
の

好
き
な
聖
書
の
一
節
。

設
児
が
増
え
て
い
る
理
由
を

岩
村
園
長
、
楠
本
千
春
指
導

員
は
分
析
す
る
。

　

同
施
設
は
鯛
ノ
浦
教
会
に

近
い
。
日
曜
日
は
信
徒
の
子

供
全
員
が
ミ
サ
に
あ
ず
か

る
。
他
の
子
供
も
月
に
１
回

は
修
道
院
の
聖
堂
で
皆
と
祈

報
誌
に
次
の
よ
う
に
書
い

て
い
る
。「
ブ
レ
ル
神
父

さ
ま
が
建
て
て
く
だ
さ
り

１
２
５
年
経
っ
た
後
も
、

今
こ
う
し
て
生
活
に
困
っ

た
私
た
ち
を
迎
え
て
く
れ

る
場
で
す
。
兄
弟
や
ひ
と

り
で
施
設
に
来
て
、
そ
の

心
の
う
ち
に
ど
ん
な
事
情

を
持
っ
て
い
た
と
し
て

も
、
こ
こ
に
来
れ
ば
み
ん

な
一
つ
の
家
族
、
卒
園
し

て
も
家
族
だ
よ―

―

（
一

部
略
）」。

　

学
園
は
、
昨
年
４
月
、

創
設
以
来
１
２
５
年
で
、

３
０
０
０
人
を
超
す
子
供

た
ち
の
養
育
実
績
の
評
価

を
う
け
、
宮
崎
県
の
石
井

十
次
顕
彰
会
か
ら
第
14

回
石
井
十
次
賞
を
受
賞
し

た
。
十
次
賞
と
は
社
会
福

祉
に
貢
献
し
た
個
人
や
団

体
に
宮
崎
県
出
身
で
、
日

本
の
社
会
福
祉
事
業
の
先

駆
者
石
井
十
次（
１
８
６
５

～
１
９
１
４
）
に
ち
な
ん

で
創
設
さ
れ
た
賞
。

　

１
８
８
０
年
、
フ
ラ
ン

ス
人
ブ
レ
ル
神
父
が
創
設

し
た
鯛
の
浦
養
育
院
に
始

ま
り
、
現
在
の
希
望
の
灯

学
園
（
写
真
、
新
上
五
島

町
、
岩
村
ミ
サ
エ
園
長
）

と
し
て
地
域
の
人
に
温
か

く
支
援
さ
れ
て
い
る
。
現

在
４
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の

男
女
30
人
が
生
活
す
る
。

　

学
園
に
は
離
婚
、
虐
待

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
家
庭
の
事
情

で
両
親
と
離
れ
た
子
供
た
ち

が
入
園
し
て
お
り
、
約
３
分

の
１
が
信
徒
、「
カ
ト
リ
ッ
ク
」

と
い
う
聖
域
は
な
い
。

　
「
経
済
的
な
問
題
も
で

す
が
、
精
神
的
な
貧
し

さ
、
心
の
病
、
現
代
社
会

の
ひ
ず
み
が
親
を
押
し
つ

ぶ
し
、
そ
の
し
わ
寄
せ
が

子
供
た
ち
に･･･

」
と
施

創
立
者
ブ
レ
ル
神
父
の
墓
前
で
祈
る
子
供

大
博
物
館
教
授
か
ら
説
明
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
広
島

の
狛
犬(

こ
ま
い
ぬ)･･･

と
の

説
も
あ
っ
た
だ
け
に
浦
上
が

本
籍
と
証
し
て
い
た
だ
き
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
私
、
６

月
19
日
ま
で
滞
在
し
ま
す
。

　

作
家
の
遠
藤
周
作
氏
が
亡

く
な
っ
て
今
年
で
10
年
。
熱

心
な
フ
ァ
ン
ら
が
ゆ
か
り
あ

る
場
所
で
の
行
事
を
企
画

し
、長
崎
で
も
開
催
さ
れ
た
。

　

５
月
20
日
、
国
宝
・
大
浦

天
主
堂
で
周
作
ク
ラ
ブ
長
崎

主
催
の
「
遠
藤
周
作
と
す
べ

て
の
切
支
丹
の
た
め
の
ミ
サ
」

が
主
司
式
の
三
村
誠
一
神
父

(

相
浦
教
会
）
と
４
人
の
司
祭

に
よ
っ
て
さ
さ
げ
ら
れ
、
遠

藤
順
子
夫
人
を
は
じ
め
関
係

者
、
東
京
か
ら
の
ツ
ア
ー
客
な

ど
３
０
０
余
人
が
参
列
、
遺

影
を
前
に
遠
藤
氏
を
し
の
び

祈
っ
た
。ミ
サ
に
先
立
ち
午
後

 

遠
藤
周
作
と

 

切
支
丹
の
た
め
の
ミ
サ   

旧
浦
上
天
主
堂
の
獅
子
頭

戦
後
61
年
ぶ
り
の
里
帰
り


